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帯広市小学校長会は，市内26校の校長で組織されている。

今年度は，採用３名の新会員を迎え，４月９日に総会を

開催し，OODAloopで協働的に課題に立ち向かう校長会とし

て，活動を進めている。

【明治北海道十勝オーバル】

Ⅰ 本年度の基本方針

帯広市小学校長会は，結成以来，帯広市

の小学校教育の充実・発展のため，たゆま

ない研鑽とその実践を積み重ねてきたとこ

ろである。

Society5.0の到来により，AI，ロボティ

クス，ビックデータ，Iotなどの開発が進

み，社会や暮らしが加速度的に変化してい

る中，不透明な将来の予想や，様々に起こ

りうる課題に正対し，情報を収集したり，

分析したりしながら協働的にその解決にあ

たる能力が必要とされている。そのような

先の見通せない困難な時代にあって，子ど

もたちを高い志や意欲をもつ自立した一人

の市民として育てるために，教育の果たす

役割はますます重要となってきている。

また，「社会に開かれた教育課程」「主体

的・対話的で深い学び」等，学習指導要領

の理念や趣旨を実現するための確実な教育

の推進が求められている。我々校長は，質

の高い教育を提供・持続させるために，新

たな時代の風を見通した明確なビジョンを

もち，課題に立ち向かう強いリーダーシッ

プで，創意ある取組を推進しなければなら

ない。

しかし，現在もまだ，世界中で猛威を振

るう新型コロナウィルス感染症から，子ど

もたちを守りながらの学校運営を模索する

日々が続いている。正解はなく，最適解へ

の到達も困難を要する現状ではあるが，決

して屈服することなく，クライシスとリス

クの両視点から慎重なマネジメントを展開

していくことが不可欠である。

昨年度に引き続き，従来のＰＤＣＡサイ

クルを中心とした学校経営ではなく，観察

（Observe）⇒方向付け（Orient）⇒意思

決定（Decide）⇒行動（Act）のループで

構成された小回りの利くマネジメント「OO

DAloop」を活用し，情報連携・行動連携で

協働的に危機の回避を目指していきたい。

また，この危機的状況を自身の職能向上や

人材育成，組織の活性化のためのチャンス

と前向きに捉え，２６校で学校力の向上を

目指したい。本市教育の使命と責任の重要

性を一層自覚するとともに，帯広市教育基

本計画の理念及び令和３年度教育行政執行

方針に則り，市民の負託と信頼に応える小

学校教育の推進を期する。

なお，帯広市小学校長会は，帯広市校長

会および北海道小学校長会の活動方針及び

活動内容を基本に据えて運営する。

Ⅱ 活動の重点

１ 校長がリーダーシップを発揮し，危機管

理や学校組織の活性化に努める。

２ 校長自らがその責務を自覚し研鑽に励む

とともに，指導性を発揮して教職員の意

識改革，資質・能力の向上を図る。

３ 開かれた学校を一層推進し，市民から信

頼される学校づくりに努める。

４ 新学習指導要領の理念や趣旨を実現する

教育課程の編成･実施･評価･改善に努める。

５ 幼保小中及び地域との一層の連携を図り，

情報交流と危機管理の徹底に努める。

６ 町内会や関係機関と連携し，地域ぐるみ

で安全安心な学校づくりに努める。



７ 本道・本市の教育をめぐる教育諸条件を

把握し，その改善充実に努める。

８ 持続的な教育活動を実現する教職員の働

き方改革を推進する。

Ⅲ 各部の活動方針

１ 研修部

今日的教育課題や当面する学校経営

諸課題の解明と新しい時代の要請に応

える学校経営の充実・発展に資するた

め，校長としての専門的職能向上を図

る研修に努める。

⑴ 職能向上に関する研究委員会の推進

教育の動向を捉え，今日的な課題

の解決を図るとともに，地域に根ざ

した教育の在り方を探究し，その内

容を広く交流・発信していく。

①学校経営委員会

・学校経営ビジョンの策定と実現

・校長のリーダーシップと校内組織の活

性化

・学校評価・人事評価をツールとした組

織マネジメントの改善

・教職員の服務，規律保持

・ミドルリーダーや次代の学校経営を担

う人材の育成（十勝スクールリーダー

育成セミナーの開催）

②教育課程委員会

・生きる力を育成する教育課程の改善

・確かな学力の定着･向上を図る教育課程

・道徳教育や健康教育の充実をめざす教

育課程

・望ましい食習慣の形成を目的とした食

育の充実をめざす教育課程

③危機管理委員会

・安全安心な教育環境づくりと安全・防

災教育の推進

・子どもの健全育成

・いじめや不登校を生まない学校づくり

・危機管理に強い組織づくりの意図的・

計画的な推進

・不当要求への対応

・個人情報の保護や情報公開等への対応

④教育課題委員会

・勤労観・職業観を育むキャリア教育

・一人一人の教育的ニーズに応じ，自立

や社会参加の実現に向けた特別支援教育

・持続可能な社会をめざした環境教育

・家庭・地域との連携による教育活動

・異校種間の学びの連続性重視の教育活動

⑵ 学校経営基礎研修

・採用1～2年の校長・転入校長を対象

に学校経営についての交流・研修

を行う。

⑶ 各種研究大会の参加に係わる業務

・全連小研究協議会･道小教育研究大会

⑷ 学校経営研究協議会

⑸ 研究紀要「教育新潮」発行

２ 事務部

経営・対策・情報の業務を創造的・

効率的に行い，課題解決に資する。

⑴ 経営担当

・経営上の法制及び法制研の企画運営

⑵ 対策担当

・教育条件整備に関する調査・分析・要

請活動（道小との連携を図る）

⑶ 情報担当

・小中合同の広報活動と｢校長交流｣発行

・道小からの原稿依頼に関する業務

３ 厚生会

本会会員の福利厚生及び会員相互の親睦

を目的に中学校長会と企画運営に当たる。

４ 役員会

会員の意見や課題を的確に把握し，事前

に対応を協議し具体的な方策を打ち出す等，

円滑な推進に努める。

Ⅳ 役 員

会 長 早川 一之 （帯広小）

副 会 長 上坂 寛 （東 小）

事務局長 伊賀 真美 （明星小）

事務部長 菅原 優博 （光南小）

研修部長 川上 裕明 （大空小）

会 計 野中 利晃 （稲田小）


